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メッシュデータ

1次メッシュ

2次メッシュ

3次メッシュ

ex)5339

ex)533935

ex)53393534

1次メッシュを縦横8等分にしたもの

10㎞× 10㎞

2次メッシュを縦横10等分にしたもの

1㎞× 1㎞

1度ごとの経線と2/3ごとの緯線で分割

80㎞× 80㎞

地域を格子状に区切った単位で
その範囲の情報を表すのに利用される。

メッシュデータについて
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パッケージのインストール

・

“jpmesh” : 地域メッシュをRから
利用可能にする

“ggthemes” : 図示の際体裁を整える

“viridis” : 色分けして表示する

メッシュデータについて
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Rでのメッシュコードの利用①

ｍeshcode_to_latlon(メッシュコード番号)

・緯度、経度を出力

・メッシュコードを出力
latlong_to_miscode(緯度,経度,order=次元)

・より高次元のメッシュコードを出力

ｄetect_mesh(元のメッシュコード,
lat=緯度,long=経度)

メッシュデータについて

“jpmesh”

地域メッシュデータを
利用可能に
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Rでのメッシュコードの利用②
“ggplot2”

data = 地図の中身
map = 地図の枠組み

地図の中身（map）の詳細

“+”でレイヤーを重ねて作図

地図の種類
地図というテーマで作図

地図枠の詳細

メッシュデータについて

aes = グラフ
要素の指定
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メッシュ内
滞在人口

メッシュ内
施設数

昼間滞在人口 × 観光施設数

夜間滞在人口 × 宿泊容量

地図にプロットして相関を見る

沖縄での応用例
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モバイル空間統計データ
NTTドコモの基地局データ

3次元メッシュごとの
日時別滞在人数

日時 メッシュ 滞在人口

沖縄での応用例
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国土交通省 国土数値情報

宿泊容量メッシュデータ

メッシュ 宿泊容量

3次メッシュごとの宿泊容量
（宿泊施設収容可能人数の総計）

沖縄での応用例
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準備

地図の中身(data)の準備

・特定のデータのみ抽出
subset(データ,

date==日付 かつ time==時間)

地図の枠組み(map)の準備

・市町村コードとの重なりから
データを本島にしぼる

subset(データ,city_code %in% honto_list)
A %in% B : AとBの重なるもの

・本島の市区町村コードだけを行列にする

沖縄での応用例
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枠組み（map）の作成

”ggplot2”

mutate : 列を加える

tidyr : データ変形(データフレームを展開)

沖縄での応用例

“dplyr”

データフレームの操作
A ％＞％ B
Aを因数としてBに渡す
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merge(x, y, by.x=“id” ,by.y=“area”, all.x=T)
・XのidとYのareaのかぶっているものだけ併合

all.x=T : ほかの要素も併合する

中身(data)を本島だけに

地図にプロットする

中身(data)はdf.map.mobile
枠組み(map)はdf.map

ヒートマップ表示(モバ空)

沖縄での応用例

”ggplot2”
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地図に
プロットする

中身(data)の整理

同様にして

ヒートマップ表示(宿泊)

沖縄での応用例
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視覚化で相関がありそう…！？

回帰分析

夜間滞在人口 宿泊容量

沖縄での応用例
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既に夜間人口と宿泊容量を同じデータ
メッシュごとに合わせてあるデータ

lm(A ~ B ,data = C)

データCに属する
AとBの回帰分析

回帰分析の結果を表示

結果を散布図に図示

回帰直線を引く

回帰分析

回帰分析
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Y=0.496X+33.27

説明変数(Y) : 宿泊容量

目的関数(X) : 滞在人口

t値も十分大きいので相関がある

回帰分析結果

回帰分析
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